














































1 人称「ボク、オレ、ワタシJ 2 人称「オマエ、キサマ、アナタ J の代名詞の使い方
にとって、男性の話し言葉と女性の話し言葉とは、著しく違う。インフォーマルな場合で、
























「とってもJ 「すごーく J などの強意の副詞は、女性に強いアクセントと抑揚をつけて
多く使われる傾向にある。波多野完治氏の調査によると、「とてもJ 「非常にj 「うんと J






場面では 22.5%、総平均 20.8%、一方女性一同じく 12.0%、 15.5%、総平均 14.9%であ








終助詞には、女性と男性それぞれに特有なものがある。終助詞「わj 「のよ J 「かし
ら」は女性特有、 「ぞJ 「ぜJ 「な」 「かあ J は男性特有である（井出祥子「大学生の
話しことばに見られる男女差異J ) 






り丁寧な「いらっしゃるのJ が多い（井出祥子「女性の敬語の言語形式と機能J ) け
れども、女性の敬語使用は減少しつつある。映画のシナリオ中の夫婦の会話の世代別分








のイントネーションを使う比率が高い一男 67%、女 84% （大石初太郎「ことばの昭和
史」）卓立の高調イントネーションというのは強調を示す。これも女性のほうに多い一
男 17.7 秒に一度、女 10.3 秒に一度（野元菊雄「女のことば」）
3.32 音韻
女性のほうがより標準的な発音の変種を使う傾向にある。男性はインフォーマノレ場で


















によると、動詞 100 語に対して男子 15.6 語、女子 18.7 語と女性のほうが形容調を多く使
う傾向がある。波多野完治氏の調査によると、 「とても J 「非常にJ などの程度の強さを
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表す副調は男性よりも女性のほうに多く用いられる傾向にある。 1000 字の文章当たり強意




典氏の調査では、 「花のようににきれいな人J などのいわゆる直輸は、 400 字詰め原稿用









ある雑誌「PHPJ の文章の中から、男女各 4 人、計 8 人の文章を選んで、その頭から 200
字ずつを抜き出して調べてみた。調査の結果では、漢字を使うのは男性が女性を上回って
いることが分かる。この 8 人のうちに、平均で、男性が 60.75 漢字を使って、女性が 55.25
























高崎みどり、 「男の文体、女の文体J 『言語』 23 号
三島由紀夫、 「文章読本j
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